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低
成
長
期
か
ら
景
気
の
上
り
坂
へ

社
是・社
訓
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
変
化
の
時
代
に
対
応

当
社
の
創
業
30
周
年
は
、
記
念
の
タ
オ
ル
と
社
是
・
社

訓
を
印
刷
し
た
は
が
き
大
の
カ
ー
ド
で
、
節
目
を
つ
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
何
事
に
も
派
手
な
こ
と
は
好
ま
ず
、
地

に
足
を
付
け
て
行
動
を
し
て
き
た
小
楠
剛
一
ら
し
い
記
念

品
に
、
従
業
員
一
同
う
な
ず
く
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。

昭
和
46
年
の
初
頭
に
明
文
化
し
て
か
ら
早
５
年
。
社
是
・

社
訓
を
印
刷
し
た
カ
ー
ド
に
は
、
今
一
度
創
業
の
精
神
に

立
ち
返
り
、
全
社
一
丸
と
な
っ
て
一
層
の
発
展
を
願
う
気

持
ち
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。

創
業
30
周
年

そ
し
て
Ｎ
Ｃ
時
代
の
ス
タ
ー
ト創業社長の手で書かれた社是・社訓。

事務所2階に掲げられていた。

NC旋盤の導入を機に、生産性が大幅に向上した。
写真はNC旋盤によるクランクシャフトの切削加工ライン。

昭
和
51
年
〜
60
年

創
業
30
周
年
を
迎
え
た
昭
和
51
年
か
ら
の
約
10
年
間
は
、

二
度
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
背
景
に
、
低
成
長
期
に
お
け
る

安
定
と
さ
ら
な
る
成
長
を
求
め
て
、
新
た
な
取
引
先
を
模

索
し
は
じ
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
ま
た
技
術
面
で
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
生
産
管
理
が
著
し
く
進
み
、
ロ
ッ
ト
生

産
か
ら
１
個
流
し
へ
と
生
産
形
態
の
大
転
換
が
進
ん
だ
時

期
で
も
あ
っ
た
。

昭
和
51
年
、
当
社
に
初
の
Ｎ
Ｃ
旋
盤
が
導
入
さ
れ
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
こ
と
数
年
前
か
ら
同
業
他
社
は
次
々
に
Ｎ

Ｃ
機
械
を
導
入
し
て
い
た
か
ら
、
多
少
他
に
遅
れ
を
と
っ

て
の
導
入
で
あ
っ
た
。
が
、
当
社
と
し
て
は
他
社
の
導
入

状
況
を
観
察
し
、
そ
の
有
効
性
を
確
認
し
て
か
ら
で
な
け

れ
ば
導
入
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
ブ
ー
ム
だ
か

ら
と
飛
び
付
い
て
、
結
果
的
に
生
産
性
が
上
が
ら
な
い
よ

う
で
は
、
無
駄
な
設
備
投
資
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

数
年
間
の
観
察
の
の
ち
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤
を
１
台
導
入
。
同

時
に
こ
れ
に
対
応
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
を
確
立
し
、

稼
働
が
軌
道
に
の
る
と
、
続
け
て
９
台
を
導
入
し
た
。
こ

れ
に
よ
る
生
産
効
率
の
向
上
は
目
覚
ま
し
く
、
Ｎ
Ｃ
の
時

代
を
印
象
づ
け
た
。



当
社
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
合
理
化
策
を
展
開
し
、
大
量

生
産
へ
の
対
応
を
進
め
て
き
た
。
大
量
需
要
を
見
込
ん
だ

大
型
機
械
の
導
入
を
は
じ
め
、
数
々
の
手
法
を
考
案
し
、

大
掛
か
り
な
設
備
投
資
と
現
場
の
発
想
の
両
面
か
ら
生
産

効
率
の
向
上
と
安
定
品
質
の
実
現
を
進
め
て
き
て
い
た
。

そ
し
て
、
昭
和
50
年
代
の
多
品
種
少
量
生
産
の
時
代
を
迎

え
る
と
、
合
理
化
策
に
新
た
な
方
向
性
が
生
ま
れ
た
。
段

取
工
程
の
最
短
化
へ
の
挑
戦
で
あ
る
。

段
取
工
程
と
は
、
ひ
と
つ
の
工
作
機
械
で
加
工
対
象
と

な
る
部
品
を
切
り
替
え
る
時
、
治
具
や
取
付
具
、
刃
具
な

ど
を
取
り
替
え
、
次
の
加
工
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
ま
で
に

要
す
る
工
程
を
指
す
。
こ
の
時
間
が
短
く
な
れ
ば
、
一
度

に
大
量
加
工
を
し
て
余
分
な
在
庫
を
た
め
て
お
く
必
要
が

な
く
、
多
品
種
少
量
生
産
に
も
柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な

る
。
大
ロ
ッ
ト
の
バ
ッ
チ
処
理
加
工
か
ら
小
ロ
ッ
ト
の
１

個
流
し
の
加
工
が
実
現
し
、
時
間
管
理
に
基
づ
く
合
理
的

で
効
率
的
な
生
産
体
制
が
で
き
あ
が
る
。

昭
和
53
年
、
当
社
は
小
型
卓
上
ブ
ロ
ー
チ
盤
を
設
計
、

製
作
。
オ
ー
ト
バ
イ
用
ギ
ヤ
シ
フ
ト
フ
ォ
ー
ク
の
軸
穴
加

工
の
精
度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
生
産
性
を
約
２
倍

に
改
善
し
た
。
こ
れ
を
足
掛
か
り
と
し
、
さ
ら
に
治
具
や

段
取
工
程
の
改
善
を
行
っ
て
、
検
査
装
置
ま
で
イ
ン
ラ
イ

ン
化
し
た
完
全
１
個
流
し
の
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ

せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
は
、
在
庫
１
０
０

分
の
１
、
コ
ス
ト
25
％
ダ
ウ
ン
。
新
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の

威
力
は
絶
大
で
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
主
力
の
ナ
ッ

ク
ル
ス
テ
ア
リ
ン
グ
ラ
イ
ン
の
一
部
で
実
施
さ
れ
た
。
こ

の
第
１
世
代
の
１
個
流
し
ラ
イ
ン
を
皮
切
り
に
、
段
取
時

間
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
取
組
み
が
続
い
て
い
る
。

生
産
方
式
の
大
転
換
で

ム
ダ
の
な
い
生
産
体
制
へ
の

挑
戦

段取工程の最短化を目指し、大ロット
のバッチ処理から小ロット１個流しの
ラインへ転換が始まった。
｢株式会社小楠金属工業所/技術開発の
概要集」に描かれたナックルステアリ
ングのライン構成図（左）とナックル
ステアリング第５ライン（上）。

四輪エンジン部品



当
社
を
一
層
見
ご
た
え
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
全
従

業
員
の
奮
起
を
願
っ
て
や
ま
な
い
」。

昭
和
55
年
、
第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
原
油
が
高
騰
し
、

「
原
料
高
の
製
品
安
」が
予
測
さ
れ
た
年
度
始
め
の
社
内
報

に
、
小
楠
剛
一
は
こ
の
よ
う
な
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。
タ

イ
ト
ル
は「
艱
難
汝

か
ん
な
ん
な
ん
じ

を
玉
に
す
る（
人
間
は
多
く
の
苦
難
を

克
服
し
て
初
め
て
優
れ
た
人
間
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
意
味
）」。
厳
し
い
時
代
を
前
に
し
て
、
従
業
員
に
対

し
今
何
を
す
べ
き
か
を
も
う
一
度
問
い
直
さ
せ
る
心
か
ら

の
呼
び
か
け
で
あ
っ
た
。

経
営
面
か
ら
は
、
不
安
定
な
時
代
を
生
き
残
る
策
と
し

て
、
鈴
木
自
動
車
と
久
保
田
鉄
工
に
次
ぐ
第
三
の
柱
を
打

ち
立
て
る
必
要
性
が
迫
っ
て
き
て
い
た
。
昭
和
59
年
か
ら

こ
の
動
き
が
本
格
化
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
取
引
先
開
拓

と
そ
の
事
業
の
育
成
に
多
大
な
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
59
年
、
第
三
の
柱
の
筆
頭
と
し
て
栃
木
富
士
産
業

㈱
と
取
引
が
は
じ
ま
る
。
日
産
系
の
一
部
上
場
企
業
で
あ

る
同
社
は
栃
木
県
栃
木
市
に
工
場
が
あ
り
、
小
楠
金
属
が

同
じ
県
内
の
宇
都
宮
市
に
駐
在
事
務
所
を
置
い
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
付
き
合
い
が
は
じ
ま
っ
た
。
時
代
は
バ
ブ
ル

景
気
と
呼
ば
れ
た
大
型
の
好
況
期
に
さ
し
か
か
り
、
先
進

の
合
理
化
機
械
と
技
術
力
を
テ
コ
に
旺
盛
な
対
応
力
を
発

揮
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
50
年
代
の
初
頭
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
段
取
工
程
最

短
化
の
背
景
に
は
、
当
時
脚
光
を
浴
び
は
じ
め
た
ト
ヨ
タ

生
産
方
式
の
思
想
が
あ
っ
た
。
昭
和
53
年
11
月
発
行
の
社

内
報
「
お
ぐ
す
」
に
、
現
社
長
、
当
時
の
技
術
部
長
で
あ

る
小
楠
倫
嗣
が
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
に
つ
い
て
の
詳
し
い
紹

介
文
を
寄
せ
、
全
社
に
向
か
っ
て
段
取
り
時
間
の
最
短
化

を
実
現
す
る
ア
イ
デ
ア
を
求
め
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
啓
蒙
と

従
業
員
へ
の
呼
び
か
け

第
一
工
場
の
大
規
模
な
改
築
と

創
業
40
周
年
目
の
別
れ

必
要
と
あ
ら
ば
あ
ら
ゆ
る
治
具
が
内
作
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
昭
和
60
年
に
は
オ
ー
ク
マ
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

を
導
入
し
、
多
品
種
少
量
生
産
の
異
形
物
加
工
の
汎
用
化

が
可
能
に
な
っ
た
。

三井治具ボーラーの導入で、内作治具の加工精度が向上した。

第
三
の
柱
を
求
め
て

取
引
先
の
拡
大

「
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
に
つ
い
て
」
　

技
術
部
長
　
小
楠
倫
嗣

最
近
よ
く
聞
か
れ
る
言
葉
と
し
て
「
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
」、

「
カ
ン
バ
ン
方
式
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後

の
低
成
長
時
代
に
お
い
て
消
費
者
嗜
好
が
多
様
化
し
、
多
種
少

量
生
産
に
お
い
て
原
価
を
安
く
、
早
く
、
よ
い
品
物
を
造
る
方

法
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
…
…
…

（
中
略
）

●
シ
ン
グ
ル
段
取

段
取
時
間
を
９
分
59
秒
以
下
で
行
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。
…

…
今
ま
で
段
取
時
間
が
１
時
間
か
か
っ
て
い
た
も
の
が
改
善
工

夫
す
る
こ
と
に
よ
り
30
分
、
10
分
、
３
分
と
だ
ん
だ
ん
早
く
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
治
具
設
計
、
機
械
設
計
は
も

と
よ
り
、
現
場
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
、
や
る
気
に
よ
り
必
ず

や
達
成
出
来
ま
す
。
…
…

低
成
長
期
を
迎
え
て
今
後
ま
す
ま
す
企
業
環
境
は
厳
し
く
な

り
ま
す
。
私
達
の
会
社
が
発
展
す
る
に
は
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
を

手
本
と
し
て
小
楠
金
属
流
の
生
産
方
式
を
確
立
す
る
よ
う
皆
さ

ん
の
協
力
、
ア
イ
デ
ア
を
期
待
し
ま
す
。

新
し
い
生
産
方
式
へ
の
模
索
が
続
く
一
方
、
先
進
機
器

の
導
入
に
よ
る
品
質
と
生
産
効
率
が
徹
底
し
て
追
求
さ
れ

て
い
っ
た
。

昭
和
57
年
に
は
三
井
治
具
ボ
ー
ラ
ー
を
導
入
。
内
作
加

工
治
具
の
加
工
精
度
が
１
０
０
分
の
２
ミ
リ
オ
ー
ダ
ー
か

ら
１
０
０
０
分
の
５
ミ
リ
オ
ー
ダ
ー
へ
と
格
段
に
向
上
し
、

「
我
々
は
永
遠
の
小
楠
金
属
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
建
築
家
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
立
派
な
も
の
を
作
り

た
い
。

道
具
箱
（
生
産
設
備
）
と
原
材
料
そ
の
他
会
社
の
総
資

本
と
規
則
書
（
経
営
方
針
・
生
産
技
術
）
を
与
え
ら
れ
て

い
る
。
各
人
の
知
恵
と
実
力
を
充
分
に
発
揮
し
て
欲
し
い
。

昭
和
35
年
、
現
在
地
に
全
面
移
転
し
た
当
社
は
、
以
来

25
年
近
く
の
間
に
数
回
に
お
よ
ぶ
増
築
を
行
っ
て
、
増
産

や
生
産
形
態
の
変
化
に
対
応
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ

も
昭
和
59
年
暮
れ
頃
か
ら
つ
い
に
限
界
と
な
り
、
昭
和
35

年
当
時
か
ら
の
第
一
工
場
の
改
築
が
検
討
さ
れ
は
じ
め
た
。



時
は
昭
和
60
年
、
創
業
40
周
年
を
翌
年
に
控
え
て
い
た
。

工
場
の
拡
張
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
当
初
、
別
の

場
所
で
の
新
工
場
建
設
も
検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
、
篠
原

町
の
企
業
と
し
て
成
長
し
た
い
と
す
る
社
長
は
じ
め
役
員

の
意
思
が
強
く
、
ま
た
現
在
の
敷
地
を
有
効
活
用
す
る
意

味
か
ら
、
旧
工
場
を
取
り
壊
し
て
、
新
た
に
２
階
建
て
の

工
場
を
建
築
す
る
こ
と
と
し
た
。

昭
和
60
年
６
月
、
起
工
式
。
基
礎
杭
打
ち
が
は
じ
ま
り
、

鉄
骨
建
て
方
が
は
じ
ま
っ
て
、
い
よ
い
よ
10
月
に
旧
建
物

が
取
り
壊
さ
れ
る
段
に
な
る
と
、
小
楠
剛
一
は
「
見
る
に

し
の
び
な
い
」
と
言
っ
て
終
日
社
長
室
に
こ
も
っ
て
い
る

日
も
あ
っ
た
と
い
う
。

昭和40年代から現在までの空から見た小楠金属。

一番上：昭和44年～48年頃の撮影。小楠熱処理と現第二工場（当時旋盤工場）はあるが、

第三工場はまだない。第一工場の道を隔てて南側には楠寮が見える。

２番目：昭和53年撮影。現第三工場（当時研削工場）が増築されている。

３番目：昭和61年頃撮影。第一工場の２階増築が完了している。

４番目：平成４年撮影。楠寮の跡地に南工場が完成し、国道１号線を越えた北側奥に

ＯＫＫパレスが見える。

そ
の
年
も
暮
れ
の
12
月
30
日
、
第
一
工
場
の
改
築
が
完

了
。
東
西
44
・
３
メ
ー
ト
ル
、
南
北
32
メ
ー
ト
ル
、
１
階

面
積
１
４
３
０
平
方
メ
ー
ト
ル（
４
３
３
坪
）、
１
・
５
ト

ン
荷
物
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
備
え
た
近
代
的
な
工
場
が
誕
生

し
、
翌
61
年
か
ら
稼
働
を
は
じ
め
た
。

昭
和
61
年
に
は
、
か
つ
て
国
方
の
第
二
工
場
の
あ
っ
た

跡
地
に
新
た
な
社
宅
が
建
設
さ
れ
た
。
２
階
建
て
１
棟
に

２
Ｄ
Ｋ
が
６
戸
入
り
、
共
聴
ア
ン
テ
ナ
、
照
明
等
が
整
っ

て
い
た
。

当
社
成
長
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
あ
っ
た
第
一
工
場

の
改
築
と
再
ス
タ
ー
ト
、
そ
し
て
創
業
40
周
年
と
、
時
代

の
代
わ
り
目
を
感
じ
た
昭
和
61
年
は
、
悲
し
い
別
れ
の
年

と
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
夏
の
名
残
の
色
濃
く
残
る
９
月

２
日
、
小
楠
剛
一
逝
去
。
翌
月
20
日
に
小
楠
倫
嗣
が
第
２

代
社
長
に
就
任
し
、
当
社
40
年
の
歴
史
を
土
台
に
新
体
制

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。


